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青森県外ヶ浜町

主
な
記
事植

学
校
田
で
恒
例
の
田
植
え

平成28年度 外ヶ浜町定期観閲式が挙行
平成28年度 外ヶ浜町職員採用試験案内
７月10日 ㈰ は 参議院通常選挙 です。

龍飛岬の切手で手紙を送ろう

全国各地で目撃

熊出没注意!!
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TOWN INFOMATIONまちのお知らせ TOWN INFOMATIONまちのお知らせ

ドングリ、 クリ、 ヤマブドウなどの

木の実をたくさん食べます

冬眠から目覚めると、 樹木の新芽 ・ 山菜など

を食べ、 よく動き回ります （６月頃に交尾期）

ハチミツや昆虫類 （ハチ、 アリ） など

を食べます。

１２月頃～４月頃まで冬眠します。

（2 月頃出産１～３頭）

体長：110cm ～ 150cm
体重：80kg ～ 120kg

　
6
月
10
日
、
山
菜
採
り
で
秋
田
県
鹿
角
市
の
山
中
に
入
っ
た
74
歳
の
十
和
田
市
の
女
性
が

熊
に
襲
わ
れ
て
死
亡
し
た
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　
全
国
で
も
熊
の
目
撃
情
報
が
相
次
い
で
い
ま
す
が
、
当
町
で
も
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
登
山
や
、
山
菜
採
り
、
秋
の
キ
ノ
コ
採
り
な
ど
で
山
に
入
る
場
合
は
、
熊
の
被
害

に
あ
わ
な
い
た
め
に
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

熊
出
没
注
意
!!

　　5 月 3 日午後 3 時 30 分ごろ、
中泊町林道で撮影。

（写真提供：中泊町）

日
の
出
、
日
没
前
後
は
な
る
べ
く
山
に
入
ら
な
い

　
ク
マ
が
活
発
に
活
動
す
る
時
間
帯
で
す
。
人
身
事
故
は
午
前
中
に
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

音
を
出
し
な
が
ら
歩
き
ま
し
ょ
う

　
山
に
入
る
と
き
は
な
る
べ
く
複
数
で
﹆
し
ゃ
べ
り
な
が
ら
歩
く
﹆
ク
マ
よ
け
の
鈴

を
つ
け
る
﹆
手
を
た
た
く
﹆
ラ
ジ
オ
を
鳴
ら
す
な
ど
ク
マ
に
人
間
の
存
在
を
知
ら
せ

る
の
も
効
果
的
で
す
。

山
菜
採
り
な
ど
に
夢
中
に
な
ら
な
い

　
す
ぐ
そ
ば
で
﹆
ク
マ
も
夢
中
で
山
菜
を
食
べ
て
い
ま
す
。

水
流
の
激
し
い
沢
や
風
雨
の
強
い
日
は
要
注
意

　
お
互
い
物
音
が
聞
こ
え
ず
﹆
バ
ッ
タ
リ
出
会
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ク
マ
の
足
跡
や
食
べ
跡
な
ど
の
痕
跡
を
見
つ
け
た
ら

　
近
く
に
ク
マ
が
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
ク
マ
に
出
会
わ
な
い
こ
と

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
、
ま
ず
ク
マ
に
出
会
わ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
一
番
重
要
で
す
。

◆五感◆
嗅覚：犬並みに鋭い
視覚：目が悪く、接近しないと気づかない

聴覚：鋭いが、低音部の聴力が弱い
味覚：甘いものが大好物

（腐肉、オイルなどにも興味を示す）
触覚：触毛感覚は鈍感

◆身体能力◆
登坂力：鋭い爪を立て高い木に登る
走力：人間よりずっと速い
柔軟性：非常に高い（狭い空間を通過する）
噛み切る力：強い

（アゴが強く、犬歯、臼歯も発達している）
引く力：500kg くらいの物は動かす

ジャンプ力：垂直跳びが苦手

夏
秋
冬

春

クマの生態

遠
く
に
ク
マ
を
見
つ
け
た
ら
…

　
静
か
に
そ
の
場
を
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

ク
マ
が
こ
ち
ら
に
気
付
い
た
ら
…

　

ま
ず
﹆
落
ち
着
い
て
く
だ
さ
い
。
静
か
に
し
て
れ
ば
﹆
ほ
と
ん
ど
の
場
合
﹆

ク
マ
は
立
ち
去
り
ま
す
。

ク
マ
が
近
づ
い
て
き
た
ら
…

　
ク
マ
の
動
き
に
注
意
し
な
が
ら
﹆
背
を
向
け
ず
に
﹆
ゆ
っ
く
り
と
後
退
し
て

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
時
﹆
ク
マ
を
刺
激
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
ク
マ
の
足
は
人
間
よ
り

ず
っ
と
速
く
﹆
逃
げ
る
も
の
を
追
い
か
け
る
習
性
が
あ
る
の
で
﹆
至
近
距
離
で

出
会
っ
た
場
合
も
す
ぐ
逃
げ
な
い
ほ
う
が
よ
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
グ
マ
で
あ
っ
て
も
近
づ
か
な
い
！

　
子
グ
マ
の
そ
ば
に
は
﹆
必
ず
親
グ
マ
が
い
ま
す
。
親
グ
マ
は
子
グ
マ
を
守
ろ

う
と
す
る
の
で
﹆
非
常
に
危
険
で
す
。
決
し
て
﹆
近
づ
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

も
し
、
ク
マ
に
出
会
っ
た
ら

も
し
、
ク
マ
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
と
に
か
く

落
ち
着
い
て
状
況
を
判
断
し
ま
し
ょ
う
。
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TOWN TOPICSまちの話題

　

6
月
４
日（
土
）、蟹
田
漁
港（
ト
ッ

プ
マ
ス
ト
前
）
に
お
い
て
、
平
成
28

年
度
外
ヶ
浜
町
消
防
団
定
期
観
閲
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
25
分
団
、
団
員
総
勢
310
名
の

力
強
い
入
場
で
始
ま
る
と
、
各
分
団

に
よ
る
機
械
・
器
具
点
検
、
ポ
ン
プ

操
法
な
ど
、
日
頃
の
訓
練
さ
れ
た
動

消
防
庁
長
官
表
彰

◎
永
年
勤
続
功
労
章（
１
名
）

　
分
団
長
　
中
岡　

等

青
森
県
知
事
表
彰

◎
永
年
勤
続
功
労
章（
８
名
）

　
分
団
長
　
髙
森
敏
典

　
副
分
団
長
　
小
山
内
和
治

　
副
分
団
長
　
田
中
　
渉

　
副
分
団
長
　
三
上
　
豊

　
部
　
長
　
木
浪
　
祐

　
班
　
長
　
加
藤
　
覚

　
団
　
員
　
石
岡
克
敏

　
団
　
員
　
村
上
　
亮

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

◎
表
彰
旗

　
外
ヶ
浜
町
消
防
団

◎
勤
続
章
（
６
名
）

　
分
団
長
　
石
田
洋
満

　
分
団
長
　
宮
本
直
樹

　
副
分
団
長
　
藤
川
　
悟

　
副
分
団
長
　
柏
谷
光
彦

　
班
　
長
　
武
田
　
健

　
班
　
長
　
澤
谷
弘
悦

青
森
県
消
防
協
会
長
表
彰

◎
功
労
章
（
９
名
）

　
分
団
長
　
沼
田
幸
司

　
分
団
長
　
石
田
洋
満

　
分
団
長
　
宮
本
直
樹

　
副
分
団
長
　
藤
川
　
悟

　
部
　
長
　
木
村
　
司

　
班
　
長
　
黒
田
徳
悦

　
団
　
員
　
淸
水
豊
道

　
団
　
員
　
沼
田
　
薰

　
団
　
員
　
沼
田
次
雄

◎
勤
功
章
（
６
名
）

　
分
団
長
　
伊
藤
和
久

　
分
団
長
　
宮
本
直
樹

　
分
団
長
　
村
上
　
淳

　
分
団
長
　
工
藤
　
宏

　
分
団
長
　
中
嶋
　
純

　
分
団
長
　
細
田
幸
樹

◎
勤
続
章
25
年
（
５
名
）

　
分
団
長
　
髙
森
敏
典

　
班
　
長
　
加
藤
　
覚

　
団
　
員
　
角
田
博
修

　
団
　
員
　
石
岡
克
敏

　
団
　
員
　
村
上
　
亮

◎
勤
続
章
20
年
（
７
名
）

　
分
団
長
　
工
藤
　
宏

　
班
　
長
　
山
本
昭
彦

　
班
　
長
　
前
田
英
広

　
班
　
長
　
工
藤
俊
樹

　
班
　
長
　
登
坂
光
春

　
班
　
長
　
永
坂
芳
久

　
班
　
長
　
丸
山
孝
仁

◎
勤
続
章
15
年
（
５
名
）

　
部
　
長
　
清
水
堅
一

　
班
　
長
　
小
川
英
樹

　
班
　
長
　
澤
谷
秋
弘

　
団
　
員
　
工
藤
隼
人

　
団
　
員
　
南
美
喜
男

◎
勤
続
章
10
年
（
６
名
）

　
班
　
長
　
小
笠
原
龍
一

　
班
　
長
　
笹
木
博
久

　
団
　
員
　
石
田
和
秀

　
団
　
員
　
小
笠
原
大
樹

　
団
　
員
　
金
沢
秀
幸

　
団
　
員
　
伊
藤
明
菜

青
森
県
東
青
地
区

消
防
協
会
長
表
彰

◎
協
会
長
章
（
９
名
）

　
団
　
員
　
木
村
　
祥

　
団
　
員
　
野
藤
智
大

　
団
　
員
　
蝦
名
　
顕

　
団
　
員
　
宮
田
博
幸

　
団
　
員
　
最
上
誠
規

　
団
　
員
　
福
井
一
成

　
団
　
員
　
栁
谷
和
訓

　
団
　
員
　
鳴
海
大
樹

　
団
　
員
　
伊
藤
繁
仁

外
ヶ
浜
町
長
表
彰

◎
町
長
章
（
７
名
）

　
分
団
長
　
工
藤
　
宏

　
班
　
長
　
登
坂
光
春

　
班
　
長
　
山
本
昭
彦

　
班
　
長
　
前
田
英
広

　
班
　
長
　
工
藤
俊
樹

　
班
　
長
　
永
坂
芳
久

　
班
　
長
　
丸
山
孝
仁

外
ヶ
浜
町
消
防
団
長
表
彰

◎
団
長
章
（
９
名
）

　
団
　
員
　
丸
本
祥
史

　
団
　
員
　
飯
田
将
広

　
団
　
員
　
佐
々
木
成
人

　
団
　
員
　
鈴
木
一
仁

　
団
　
員
　
張
山
知
希

　
団
　
員
　
最
上
泰
由

　
団
　
員
　
藤
村
　
翼

　
団
　
員
　
栁
谷
　
守

　
団
　
員
　
岡
本
篤
志

◎
感
謝
状
（
５
名
）

　
前
副
団
長
　
工
藤
重
次

　
前
副
団
長
　
故 

阿
部
孝
一

　
前
分
団
長
　
宮
本
直
樹

　
前
分
団
長
　
佐
々
木
昌
和

　
前
分
団
長
　
伊
藤
広
文

平
成
28
年
度 

消
防
功
労
表
彰 

芳
名
簿

野沢石材
リフォーム（お墓の建て替え等）、戒名彫刻も致します。

〒030ｰ1303 東津軽郡外ヶ浜町字蟹田32-2

TEL･FAX 0174ー 22ー 3123

当店
蟹田郵便局

蟹田駅

至平舘 至青森

白御影石
480,000円～
白御影石

480,000円～

平成28年度　　～住民の生命と財産を守る～
外ヶ浜町消防団定期観閲式

き
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

分
列
行
進
時
に
降
り
出
し
た
雨

が
、
全
分
団
で
の
一
斉
放
水
を
前
に

強
ま
り
、
急
遽
、
会
場
を
蟹
田
体
育

館
に
変
更
し
、
各
章
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

観
閲
者
で
あ
る
森
内
町
長
か
ら

は
、「
本
日
は
、
団
員
の
消
防
人
と

し
て
の
誇
り
と
溢
れ
る
精
気
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
地
域
住
民

の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
精
励

し
て
く
だ
さ
い
。」
と
講
評
。
最
後

に
は
、
住
民
の
安
全
と
無
火
災
を
祈

念
し
、
万
歳
三
唱
で
観
閲
式
を
終
え

ま
し
た
。
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TOWN TOPICSまちの話題 TOWN TOPICSまちの話題

■　
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
〜
い
！

■　
美
味
し
い
お
米
に
な
ぁ
れ
！

　

6
月
10
日
（
金
）、
蟹
田
川
の
水

産
資
源
保
護
を
目
的
に
、
蟹
田
川
漁

業
協
同
組
合
（
前
田
武
廣
代
表
理
事

組
合
長
）
が
１
万
尾
の
イ
ワ
ナ
の
稚

魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
風
の
ま
ち
こ
ど
も
園

の
園
児
20
名
が
参
加
し
、
約
２
千
尾

■　
新
幹
線
開
通
を
報
告

〜
青
函
ト
ン
ネ
ル
工
事
殉
職
者
慰
霊
祭
〜

■　
青
森
・
弘
前
リ
ー
グ
が
全
国
大
会
へ

　

５
月
26
日
（
火
）、
蟹
田
小
学
校

5
年
生
９
名
と
三
厩
小
学
校
５
年
生

５
名
が
、
蟹
田
中
小
国
地
区
に
あ
る

約
５
０
０
㎡
の
田
ん
ぼ
に
、
田
植
え

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
供
た
ち
に
田
植
え
や

稲
刈
り
な
ど
の
農
作
業
体
験
を
通
じ

て
、
食
の
有
り
難
さ
や
大
切
さ
を
学

ん
で
ほ
し
い
と
、
上
小
国
集
落
協
定

（
代
表
・
藤
田
巧
）
が
主
体
と
な
っ

て
、
苗
の
提
供
や
、
田
植
え
の
指
導
・

　

６
月
16
日
（
木
）、
竜
飛
地
区
に

あ
る
青
函
ト
ン
ネ
ル
工
事
殉
職
者
慰

霊
碑
前
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
青

函
ト
ン
ネ
ル
工
事
殉
職
者
慰
霊
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
に
は
、遺
族
や
関
係
者
等
、

50
名
が
参
列
し
、
殉
職
者
34
名
へ
の

黙
と
う
の
あ
と
、
森
内
勇
町
長
よ
り

　

Ｊ
Ａ
共
済
杯　

第
50
回
全
日
本
リ

ト
ル
リ
ー
グ
野
球
選
手
権　

東
北
連

盟
大
会
〜
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
Ｃ
Ｕ
Ｐ

〜
が
、
６
月
４
日
〜
５
日
に
宮
城
県

で
行
わ
れ
、
清
水
琉
聖
く
ん
・
津
嶋

優
吉
く
ん
（
蟹
中
１
年
）、
小
川
颯

天
く
ん
（
平
中
１
年
）、
伊
藤
優
斗

く
ん
（
三
中
１
年
）
ら
が
所
属
し
て

い
る
「
青
森
・
弘
前
リ
ー
グ
」
が
、

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

予
選
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、

盛
岡
東
、
福
島
を
倒
し
、
翌
日

の
決
勝
リ
ー
グ
戦
で
は
、
優
勝

し
た
仙
台
東
に
６
―
０
で
敗
れ

た
も
の
の
、
１
勝
１
敗
で
準
優

補
助
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
平
成

15
年
か
ら
小
学
校
と
協
定
を
結
び
、

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

生
徒
た
ち
も
最
初
は
田
ん
ぼ
に
踏

み
入
れ
る
こ
と
や
汚
れ
る
こ
と
に
躊

躇
し
て
い
た
も
の
の
、
時
間
が
経
つ

に
つ
れ
、お
約
束
の
泥
ん
こ
状
態
に
。

　

今
回
、
田
植
え
さ
れ
た
お
米
は
、

秋
の
収
穫
を
経
て
、
餅
つ
き
大
会
用

の
お
米
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学

校
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

の
イ
ワ
ナ
の
稚
魚
を
蟹
田
川
上
流
に

放
流
。
水
の
中
で
元
気
に
泳
ぎ
去
る

イ
ワ
ナ
に
「
み
ん
な
、
無
事
に
大
き

く
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
願
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
6
月
21
日
（
火
）
に
は
、

蟹
田
小
学
校
４
年
生
19
名
が
、
イ
ワ

ナ
の
稚
魚
２
千
尾
を
放
流
。

　

女
の
子
達
は
、
バ
ケ
ツ
に
入
っ
た

稚
魚
を
触
り
な
が
ら
、「
か
わ
い
い
！

か
わ
い
い
！
」
と
い
つ
ま
で
も
名
残

惜
し
く
、
放
流
し
た
く
な
い
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

決勝リーグ勝敗表
リーグ名 仙台東 青森・弘前 仙　台 勝　敗

仙台東 ○
6 - 0

○
14 - 9 ２勝０敗

青森・弘前 ×
0 - 6

○
14 - 5 １勝１敗

仙　台 ×
11 - 14

×
5 - 14 ０勝２敗

勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
準
優
勝
に
よ
り
、
７
月
末
に

長
野
県
で
開
催
さ
れ
る
リ
ト
ル
リ
ー

グ
全
国
大
会
へ
東
北
第
２
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
す
。組
み
合
わ
せ
で
は
、

東
海
地
区
の
第
１
代
表
と
当
た
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
東
北
代
表

と
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

殉
職
者
に
対
す
る
追
悼
と
北
海
道
新

幹
線
新
青
森
駅
・
新
函
館
北
斗
駅
間

の
開
業
に
対
す
る
感
謝
の
式
辞
が
述

べ
ら
れ
た
後
、
遺
族
や
関
係
者
に
よ

る
献
花
、
三
厩
荒
馬
保
存
会
に
よ
る

荒
馬
の
奉
納
が
行
わ
れ
、
工
事
殉
職

者
の
霊
を
弔
い
ま
し
た
。

北海道新幹線開通はトンネル開通から 28 年。遺族は長かったか短かったか。

ハスクバーナ 135e ハスクバーナ 455eⅡ

〒 030-1505　東津軽郡今別町大川平字村元 245-2

☎ 0174-35-2123

( 有 ) 本郷農機
■営業時間 8:30 ～ 18:00（年中無休）
■ご相談・修理・販売／各種クレジッ
トも取り扱っております。

◎排気量：40.9 cm³ ◎バーの長さ：35cm ◎本体質量：4.5kg ◎排気量：45.7 cm³ ◎バーの長さ：45cm ◎本体質量：5.1kg

当店特別本体価格 　32,184 円 当店特別本体価格 　90,000 円
（税込） （税込）

使い勝手がよく、

軽量でコンパクト 強度や高い信頼性を

　　求める品質志向モデル
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のぎわデンタルクリニック

※当日の電話予約も、可能な限り対応させて頂きます。

AM9:00 ～ PM12:00

PM1:30 ～ PM8:00

《休診日》　日曜・祝日・第２、４土曜・第３木曜午後院長　神山陽介

〒038-0058　青森市大字羽白字沢田 300-4  ( 県民生協はまなす館向い )
☎017-788-4182

のぎわデンタルクリニック

■　
㈱
一
矢
産
業
が
消
防
団
協
力
事
業
所
認
定
を
更
新

■　
阿
部
さ
ん
と
福
井
さ
ん
に
瑞
宝
単
光
章

■　
龍
飛
岬
の
切
手
で
手
紙
を
送
ろ
う

　

㈱
一
矢
産
業
（
田
中
文
治
代
表
取

締
役
社
長
）
が
外
ヶ
浜
町
消
防
団
協

力
事
業
所
の
認
定
か
ら
有
効
期
限
で

あ
る
２
年
が
経
過
し
た
た
め
、
協
力

事
項
の
現
状
を
確
認
し
、
認
定
を
更

新
。
６
月
17
日
㈮
、
森
内
町
長
か
ら

そ
の
表
示
証
が
再
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
協
力
事
業
所
は
、
従
業
員

が
消
防
団
員
と
し
て
２
名
以
上
入
団

し
て
い
る
な
ど
、
外
ヶ
浜
町
消
防
団

に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
事
業
所

に
対
し
、町
が
認
定
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
28
年
４
月

１
日
発
令
で
阿
部
清
さ
ん
（
三

厩
）、
平
成
28
年
５
月
１
日
発

令
で
福
井
勇
次
郎
さ
ん（
平
舘
）

が
、
高
齢
者
叙
勲
で
瑞
宝
単
光

章
を
受
章
さ
れ
、
国
璽
（
日
本

国
家
の
印
章
）
が
押
さ
れ
た
勲

記
と
勲
章
の
伝
達
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

阿
部
さ
ん
は
、
昭
和
22
年
６

月
か
ら
35
年
間
、福
井
さ
ん
は
、

昭
和
21
年
７
月
か
ら
36
年
間
の

長
き
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し

て
消
防
・
防
災
活
動
に
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
ご
受

章
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
「
津

軽
半
島
最
北
端 

龍
飛
岬
〜
津
軽
海

峡
を
臨
む
風
の
岬
〜
」
の
発
売
を
記

念
し
て
、
６
月
13
日
㈪
、
役
場
町
長

室
で
、
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
日
本
郵
便
㈱
東
北
支

社
青
森
県
中
部
地
区
連
絡
会
の
統
括

局
長
で
あ
る
米
田
敦
陸
奥
平
舘
郵
便

局
長
が
町
長
室
を
訪
れ
、「
地
域
に

根
ざ
す
郵
便
局
と
し
て
、
全
国
に
龍

飛
崎
の
Ｐ
Ｒ
に
是
非
役
立
て
て
ほ
し

い
。」
と
切
手
シ
ー
ト
を
森
内
町
長

に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手

は
、
6
月
15
日
に
販
売
開
始
し
て
お

　

赤
十
字
奉
仕
団
三
厩
分
団
で
は
三

厩
駐
在
所
前
な
ど
地
域
４
箇
所
の
花

壇
を
き
れ
い
で
明
る
い
空
間
に
し
よ

う
と
、
毎
年
花
壇
の
草
刈
り
と
花
植
え

の
奉
仕
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

の
一
環
と
し
て
東
青
地
域
県
民
局
か

ら
提
供
さ
れ
た
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や

ベ
コ
ニ
ア
な
ど
の
花
の
苗
を
植
え
ま

し
た
。

　

こ
の
日
の
活
動
に
は
奉
仕
団
員
30

名
が
参
加
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
の
中
、
土
を
ほ
ぐ
し
、
苗
植

え
な
ど
の
作
業
を
協
力
し
な
が
ら
手

際
よ
く
行
い
ま
し
た
。

■　
有
志
会
が
三
厩
小
へ
寄
付

■　
三
厩
を
花
い
っ
ぱ
い
に　

６
月
３
日
、
外
ヶ
浜
地
域
活
性
化

有
志
会
（
田
中
文
治
会
長
）
が
生
徒
た

ち
の
部
活
動
に
役
立
て
て
欲
し
い
と

三
厩
小
学
校
へ
寄
付
を
行
い
ま
し
た
。

　

田
中
会
長
は
「
生
徒
た
ち
の
部
活

動
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
三
厩
小

学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が
活
躍
す
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
前

田
隆
志
校
長
へ
寄
付
金
を
手
渡
し
ま

し
た
。

り
、
１
シ
ー
ト
1,300
円
、
販
売
部
数

３
千
シ
ー
ト
、
津
軽
地
域
の
計
77
局

の
郵
便
局
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

写真右：阿部清さん
写真左：福井勇次郎さん

■　
野
藤
精
三
さ
ん
に
叙
勲
授
与

　

旧
蟹
田
町
議
会
議
員
を
16
年
務
め

た
功
績
に
よ
り
、野
藤
精
三
さ
ん（
蟹

田
中
師
）
に
旭
日
単
光
章
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

野
藤
さ
ん
は
議
員
時
代
、
国
道

２
８
０
号
青
森
蟹
田
間
バ
イ
パ
ス
建

設
特
別
委
員
会
委
員
長
を
務
め
、
精

力
的
に
活
動
し
、
バ
イ
パ
ス
開
通
に

よ
っ
て
、
産
業
・
観
光
振
興
に
大
き

な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
ご
受
章
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
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詳細および申込書は町ウェブサイトからダウンロードできます。　　　　　で検索を。

平成 28 年度（平成 29 年度採用）
外ヶ浜町職員採用試験案内

外ヶ浜町

１．区分・職種等

区分 職　種 採用予定人員 採用予定日

初級 一般行政職 若干名
平成 29 年４月１日

初級 消防職 １名 （今別分署）

２．受験資格

（１）一般行政職
　高等学校卒業程度以上の学歴を有する者（平成２９
年３月までに卒業見込みの者を含む。）
※高等学校卒業見込みの者が採用日において卒業しなかった場
合は、採用内定を取り消します。

（２）消防職（青森地域広域消防事務組合今別分署派遣）

　高等学校卒業以上の学歴を有する者で、昭和６２年
４月２日以降出生し（平成２９年３月までに卒業見込
みの者を含む。）外ヶ浜町に住所を有する者。注）男
性については身長概ね１６０㎝以上、体重概ね５０㎏
以上、女性については身長概ね１５５㎝以上、体重概
ね４５㎏以上で、男女とも胸囲が概ね身長の２分の１
以上・視力（矯正視力を含む）が両眼で 0.7 以上、かつ、
一眼でそれぞれ 0.3 以上であること・赤色、青色及び
黄色の色彩が識別できる者に限ります。
※高等学校卒業見込みの者が採用日において卒業しなかった場
合は、採用内定を取り消します。

　次のいずれかに該当する者は、受験できません。
①日本国籍を有しない者
②成年被後見人又は被保佐人
③禁錮刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで
又はその刑の執行を受けることがなくなるまでの者
④外ヶ浜町において懲戒免職処分を受け、その処分
の日から２年を経過しない者
⑤日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又
はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主
張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入
した者

３．試験の方法及び内容

試験
種別 区　分 内　容 対 象

第
１
次
試
験

教養科目
試験

社会、人文及び自然に関
する一般的知識並びに文
章理解、判断推理、数的
推理及び資料解釈に関す
る一般知能（４０題・２
時間）

一般行政職
消 防 職

事務適正
検査

事務職員としての適応性
を、正確さ・迅速さ等の
作業能力の面から見ま
す。（１００題・１０分）

一般行政職

内田クレ
ペリン精
神検査

１桁の足し算の連続によ
り、職務適応性・性格適
正についての精神検査を
します。（４０分程度）

一般行政職

消防適正
検査

消防職員としての適応性
を性格的な面から見ま
す。

消 防 職

第
２
次
試
験

小論文

文章による表現力、思考
力等の能力について評価
します。（１時間・テー
マは当日通知）

一般行政職
消 防 職

面接試験
個人面接により、職務に
必要な態度、性格等につ
いて評価します。

一般行政職
消 防 職

体力検査 職務に必要な体力を有し
ているか判断します。 消 防 職

４．試験日時・会場等

試験
種別 試験日 試験会場 合否の発表時期

及び方法

第
１
次
試
験

９月 18 日（日） 青森市内
（後日通知）

10 月下旬までに
第１次試験受験者
全員に郵送にて通
知（合格者には２
次試験の案内）

第
２
次
試
験

11 月上旬
（未定）

外ヶ浜町
役場

11 月中旬までに第
２次試験受験者全
員に郵送にて通知

５．申込み手続き

（１）申込み方法
①外ヶ浜町職員（今別分署消防職員）採用試験受験申込書
※一般行政職用と消防職用があるため、誤りのないよう注意
してください。
②最終学校の卒業証明書又は卒業見込み証明書
③写真（４㎝ × ３㎝）２枚

（申込み前の３ヶ月以内に撮影したもの、うち１枚は申込書に貼付）
※①の申込書は、外ヶ浜町総務課及び各支所地域生活課に備
え付けてあります。直接か郵便による請求のほか、外ヶ浜町
のホームページからもダウンロードできます。なお、郵便に
よる請求の場合は、８２円切手を貼付し住所・氏名を記載し
た返信用封筒を同封してください。

（２）受付期間及び場所
①受付期間：平成 28 年７月１日（金）から平成 28
年７月 31 日（日）までの土・日曜日及び祝日を除
く日（午前８時１５分から午後５時まで）
※郵送の場合は、７月 31 日までの消印のあるものに限り受
け付けます。
②受付場所外ヶ浜町役場総務課（下記７の①（各支
所では受け付けしません。））
※郵送の場合は、封筒表面に「採用試験申込書在中」と表示
してください。

（３）第１次試験受験票の交付
受付期間終了後、個人ごとに受験票を郵送します。
８月３０日までに届かない場合はご連絡ください。

６．採用条件等（一般行政職の場合）

（１）給与
①基本初任給　高等学校卒業の場合　144,600 円
※この初任給は平成２８年４月１日の基準による給与月額
で、採用日までに変更されることがあります。
※採用者に就業歴等がある場合は、一定の基準によりこれに
加算されます。
※勤務成績等により、年１回の昇級があります。

②諸手当
扶養手当、通勤手当、住居手当等毎月支給されるも
のの他に６月と１２月に期末手当、勤勉手当（ボー
ナス）が支給されます。

（２）勤務条件
①勤務時間：午前８時１５分から午後５時まで

（土・日曜日、祝日、年末年始は休日）
②休暇：年次有給休暇（年間 20 日、４月採用は 12
月まで 15 日）のほか、夏季休暇・産前産後休暇・
結婚休暇等の特別休暇、介護休暇、育児休業などが
あります。
③その他：事業の都合により、休日に勤務すること
もありますが、代わりに休日が与えられます。

７．問い合わせ（郵送）先

①外ヶ浜町役場総務課　☎ 0174 (31) 1111
　〒 030-1393 東津軽郡外ヶ浜町字蟹田高銅屋 44-2
　ホームページ：http://www.town.sotogahama.lg.jp
　E-mail： soumu@town.sotogahama.lg.jp

②平舘支所地域生活課　☎ 0174 (25) 2111
　〒 030-1492 東津軽郡外ヶ浜町字平舘根岸湯の沢 150 

③三厩支所地域生活課　☎ 0174 (37) 2001
　〒 030-1798 東津軽郡外ヶ浜町字三厩新町 18-1      
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国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
と
保
険
税
軽
減
範
囲
が
変
わ
り
ま
す

　国民健康保険税に関する地方税法施行令の一部が改正されたため、平成 28 年度から国民健康保険

税条例の一部が次のとおり改正になりました。

■課税限度額の改正（最高限度額の引き上げ）
　医療分及び後期高齢者支援分の課税限度額が昨年に引き続きそれぞれ２万円の増になりましたの

で、最高限度額が８５万円から８９万円に４万円引き上げられました。（最高限度額に達していない

世帯は変更ありません。）

区　　　分 税　　率 限　度　額 対　　象

医 療 分

所 得 割 １０．２％

54万円
（改正前 52 万円）

75 歳未満
資 産 割 ２０．０％

均 等 割 ２７，６００円

平 等 割 ３６，０００円

支 援 分

所 得 割 ２．０％

19万円
（改正前 17 万円）

75 歳未満
資 産 割 ６．０％

均 等 割 ５，４００円

平 等 割 ７，８００円

介 護 分

所 得 割 １．６６％

16万円
（改正なし）

40 歳～ 65 歳未満
資 産 割 ５．０％

均 等 割 ６，０００円

平 等 割 ８，４００円

最高限度額合計：89万円（改正前 85 万円）
■保険税軽減範囲の改正（軽減判定所得の引き上げ）
　低所得者の保険税負担の軽減を図るため、軽減措置の対象を拡大し、５割軽減及び２割軽減の対象

となる世帯の軽減判定所得が昨年に引き続き引き上げられました。

　ただし、軽減判定所得には、被保険者全員の所得の他に国保に加入していない世帯主（擬主）の所

得も含まれます。

　●５割軽減（軽減対象となる所得基準額が引き上げになりました）

　　改正前　基準額　３３万円＋（２６万円×（被保険者数））以下

　　→改正後　基準額　３３万円＋（２６．５万円×被保険者数）以下

　●２割軽減（軽減対象となる所得基準額が引き上げになりました）

　　改正前　基準額　３３万円＋（４７万円×被保険者数）以下

　　→改正後　基準額　３３万円＋（４８万円×被保険者数）以下

○お問い合わせ先：外ヶ浜町役場 税務課 ☎ 0174-31-1224

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　国民年金には、経済的な理由等で保険料を納付す

ることが困難な場合に、ご本人（代理の方を含みま

す）の申請により、保険料の納付が免除・猶予と

なる「保険料免除制度」や「納付猶予制度」、また

２０歳以上の学生の方を対象とした「学生納付特例

制度」が設けられています。

　保険料の免除や猶予受けず保険料が未納の状態

で、万一、障害や死亡といった不慮の事故が発生す

ると、障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられない

場合がありますのでご注意願います。

○お問い合わせ先：外ヶ浜町役場 住民課 ☎ 0174-31-1222 ／青森年金事務所 ☎ 017-734-7499

②納付猶予制度
　50 歳未満の方が対象となり、ご本人・配偶者の所
得審査が必要となります。
　納付猶予が承認された期間は、年金の受給資格と
しては計算されますが、年金額には反映されません。
10 年以内であれば後で納付すること（追納）が可能
なので、追納することをお勧めします。

※この納付猶予制度は平成１７年４月から平成３７年６月までの時
限措置とされており、平成２８年７月からは３０歳未満が５０歳未
満に引き上げられます。

①保険料免除制度
◎全額免除
　ご本人・配偶者・世帯主の所得審査が必要となり
ますが、承認されると保険料（16,260 円）は全額免
除されます。
　また、承認された期間は全額納付したときに比べ、
年金額が２分の１として計算されます。

　（例）全額免除の期間が 24 月あった場合
　　　　　　　　　　↓
　　　年金額は、12 か月分「全額納付」したものとして計算

◎一部納付（免除）
　４分の１納付、２分の１納付、４分の３納付、の
３種類があり、全額免除と同様に、ご本人・配偶者・
世帯主の所得審査が必要となりますが、それぞれ全
額免除よりも所得基準が緩やかになっています。
　承認された場合の保険料は以下のとおりとなります。
　　　・４分の１納付　　4,070 円
　　　・２分の１納付　　8,130 円
　　　・４分の３納付　 12,200 円　
　また、承認された期間は全額納付したときと比べ、
年金額がそれぞれ以下のとおりに計算されます。
　　　・４分の１納付　　８分の５
　　　・２分の１納付　　８分の６
　　　・４分の３納付　　８分の７

　（例）２分の１納付の期間が 24 月あった場合
　　　　　　　　　　　↓
　　　年金額は、18 月分「全額納付」したものとして計算

（注）一部納付（免除）の場合は、保険料の一部を納付することによ
り残りの保険料の納付が免除となる制度です。一部保険料を納付し
なかった場合は、その一部免除が無効となり、未納と同じ扱いとな
りますのでご注意ください。

④退職（失業）による国民年金保険料の特例免除について
　特例免除は、申請する年度又は前年度において退職

（失業）の事実がある場合に対象となり、通常であれば
審査の対象となる本人所得を除外して、申請者の配偶
者・世帯主の所得を審査します。（配偶者、世帯主に一
定以上の所得があるときは保険料の免除が認められな
い場合があります。）免除期間の年金額の計算は、保険
料が納付された場合と比較して２分の１となります。
　手続きに必要な書類として、
　　①年金手帳　②認め印（本人が署名する場合は不要）
　　③失業していることを確認できる公的機関の証明の写し
　　　（雇用保険受給資格者証、離職票等）

⑤災害による国民年金保険料の特例免除について
　震災、風水害、火災その他これらに類する災害に
より、被災された方は、保険料の特例免除を受けれ
る場合があります。手続き方法・免除制度については、
お近くの年金事務所にお尋ね下さい。

⑥生活保護法による生活扶助や障害基礎年金、障害厚
生（共済）年金の１級・２級を受けている方は「法定免除」
に該当し、届出により保険料が全額免除になります。

※平成２６年４月 1 日より、申請時点の２年１ヶ月前の月分まで申
請できるようになりました。過去２年間に国民年金保険料の未納期
間のある方は、お近くの年金事務所へお問い合わせ下さい。

③学生納付特例制度
　学生の方が対象となり、ご本人のみの所得審査が必
要となります。「納付猶予制度」と同様に、「学生納付
特例」が承認された期間は、年金受給資格としては計
算されますが、年金額には反映されません。こちらも

10 年以内であれば追納することが可能です。
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TOWN INFOMATIONまちのお知らせ TOWN INFOMATIONまちのお知らせTOWN INFOMATIONTOWN INFOMATION TOWN INFOMATIONTOWN INFOMATION
■
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の

年
次
更
新
」
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
中
の
所
得
状
況
等
に
よ

り
、
負
担
区
分
判
定
を
行
い
、
８
月

１
日
か
ら
医
療
機
関
窓
口
で
の
自
己

負
担
割
合
が
変
わ
る
場
合
あ
り
ま
す
。

　

負
担
区
分
判
定
（
年
次
）
に
よ
り
、

一
部
負
担
割
合
が「
１
割
」か
ら「
３

割
」、ま
た
は
「
３
割
」
か
ら
「
１
割
」

に
変
更
と
な
っ
た
方
に
対
し
、
平
成

28
年
８
月
１
日
よ
り
使
用
す
る
新
し

い
被
保
険
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

■
「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
所

得
区
分
に
応
じ
て
、
１
か
月
当
た
り

の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
に
限
度
額

が
あ
り
ま
す
。
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
は
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所

得
区
分
に
応
じ
て
「
後
期
高
齢
者
医

療
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の

証
を
医
療
機
関
等
に
提
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、
事
前
に
１
か
月
当
た
り
の

医
療
費
や
入
院
時
の
食
事
代
の
減
額

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
８
月
１
日
以
降
に
交
付

さ
れ
た
「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
お
持
ち
の
方
は
、
平
成
28
年
７
月

31
日
が
有
効
期
限
で
す
が
、
平
成
27

年
中
の
所
得
状
況
等
に
よ
り
、
平
成

28
年
度
も
引
き
続
き
認
定
さ
れ
る
方

に
は
、
新
し
い
認
定
証
（
有
効
期
限

は
平
成
29
年
７
月
31
日
ま
で
）
が
郵

送
さ
れ
ま
す
の
で
、
更
新
手
続
き
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
28
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
で
、
新
た
に
認
定
証
の
交
付
を

希
望
す
る
方
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、

住
民
課
（
本
庁
）
ま
た
は
各
支
所
の

後
期
高
齢
者
医
療
担
当
窓
口
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

平
成
28
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
の
保
険
料
額
決
定
通

知
書
を
発
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■　

保
険
料
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
よ
り
、
低
所
得
軽
減

で
あ
る
５
割
軽
減
、
２
割
軽
減
の
判

定
基
準
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

◉
５
割
軽
減

　

変
更
前　

33
万
円
＋

｛
26
万
円
×
被
保
険
者
の
数
｝
以
下

　

変
更
後　

33
万
円
＋

｛
26
・
５
万
円
×
被
保
険
者
の
数
｝
以
下

◉
２
割
軽
減

　

変
更
前　

33
万
円
＋

｛
47
万
円
×
被
保
険
者
の
数
｝
以
下

　

変
更
後　

33
万
円
＋

｛
48
万
円
×
被
保
険
者
の
数
｝
以
下

　

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
保
険
料
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
保
険
料
額
決

定
通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■　

保
険
料
の
減
免
等
に
つ
い
て

　

天
災
そ
の
他
特
別
な
事
情
で
、
医

療
機
関
等
の
窓
口
負
担
や
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
に

な
っ
た
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
減
免

等
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料「
特

別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引

き
）」
の
平
準
化
を
行
い
ま
す
。

〜
８
月
の
特
別
徴
収
（
仮
徴
収
）
額
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
〜

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
特
別

徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
は
、

年
６
回
あ
る
納
期
の
前
半
の
４
月
、

６
月
、８
月
を
「
仮
徴
収
」
と
し
て
、

後
半
の
10
月
、
12
月
、
２
月
を
「
本

徴
収
」
と
し
て
、
納
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
保
険
料
の
改
定
や
収

入
の
変
動
な
ど
が
あ
る
と
、
仮
徴
収

額
と
本
徴
収
額
に
大
き
な
差
額
が
出

る
場
合
が
あ
り
、
保
険
料
徴
収
額
に

ば
ら
つ
き
が
生
じ
て
し
ま
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
こ
の
ば
ら
つ
き
の
幅
が

大
き
す
ぎ
て
、
仮
徴
収
の
期
間
内
で

年
額
保
険
料
額
を
年
金
天
引
き
で
納

入
し
切
っ
て
し
ま
う
と
、
２
月
分
の

年
金
天
引
き
が
さ
れ
な
い
た
め
、
翌

年
度
に
い
っ
た
ん
普
通
徴
収
（
納
付

書
に
よ
る
納
付
）
に
な
り
、
再
度
特

別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
に

戻
る
と
い
う
よ
う
に
、
徴
収
方
法
が

何
度
も
変
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

る
保
険
料
額
（
特
別
徴
収
額
）
が
１

年
間
を
通
し
て
、
で
き
る
だ
け
均
等

に
な
る
よ
う
に
、
８
月
の
徴
収
額
を

調
整
す
る
「
平
準
化
」
を
行
い
ま
す
。

※
平
準
化
に
よ
り
、
仮
徴
収
額
と
本
徴
収
の

差
が
緩
和
さ
れ
て
い
き
ま
す
。（
毎
年
の
保

険
料
額
に
変
動
が
な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。）

※
今
回
の
平
準
化
に
よ
り
、
保
険
料
の
年

額
が
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
す
べ
て
の
方
が
平
準
化
の
対
象
と
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課
後
期
高

齢
者
医
療
係
（
☎
０
１
７
４
―
３
１

―
１
２
２
２
）
ま
で

■保険料の決まり方（年額）

[ 被保険者全員が納める額 ]　[所得に応じて納める額 ]

　均等割額　　＋　所得割額　＝　青森県の保険料
　（40,514 円）　（基礎控除後の所得×所得割率 (7.41％ )）　（限度額 57 万円）

※基礎控除後の所得とは、総所得金額等から 33万円を差し引いた額となります。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
（
加
入
者
）
の
み
な
さ
ま
へ

　

75
歳
以
上
の
方
（
ま
た
は
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定
の
障
が
い
を
有
し
、
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
の
認
定
を
受
け
た
方
）
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
被

保
険
者
の
方
に
は
１
人
に
１
枚
、
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
医
療
機
関
等
で
診
療
を
受

け
る
と
き
は
必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
・
お
知
ら
せ

福
祉
・
お
知
ら
せ

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

い
つ
ま
で
も
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
自

分
ら
し
く
イ
キ
イ
キ
と
暮
ら
し
た
い
・
・
・

そ
の
た
め
に
は
元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予

防
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
の

お
住
ま
い
の
地
区
で
地
域
版
介
護
予
防
教

室
を
実
施
し
、
健
康
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
に
一
緒
に
取
り
組
み
、
あ
な
た
の
力
を

地
域
で
発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
皆
さ
ん

の
御
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日　

時
】

　

平
成
28
年
７
月
14
日
（
木
）　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

【
場　

所
】

　

外
ヶ
浜
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
な
ど
わ
ー
る
」

【
対　

象
】

○
体
操
等
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
に
興
味
関
心
の
あ
る
方

○
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
運
営
に
協
力

出
来
る
方
（
開
設
時
は
町
も
協
力
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
参

加
下
さ
い
）

【
内　

容
】

○
講
話
「
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
介
護
予
防
に
つ
い
て
」

○
実
技
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」、
地
域
で
介
護
予
防
を
進
め
る
た
め
に
…

　

＊
当
日
は
運
動
も
行
い
ま
す
の
で
、
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
下
さ
い
。

【
申
込
み
先
】

　

平
成
28
年
７
月
７
日
（
木
）
ま
で
に
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

　

☎
０
１
７
４
―
２
２
―
２
９
４
１

三
厩
地
区
一
般
健
康
相
談
・
健
康
教
育
の
お
知
ら
せ

　

保
健
師
が
地
区
会
館
等
に
お
じ
ゃ

ま
し
て
、
血
圧
測
定
や
健
康
全
般
の

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

併
せ
て
熱
中
症
予
防
の
ミ
ニ
講
話

も
開
催
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

当
日
は
、
６
月
に
実
施
し
た
特
定

健
診
の
結
果
説
明
会
も
同
時
開
催
す

る
た
め
、
お
時
間
に
は
余
裕
を
も
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
健
康
手
帳
を

お
持
ち
の
方
は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

外
ヶ
浜
町
福
祉
課　

保
健
師
ま
で　

☎
０
１
７
４
―
２
２
―
２
９
４
１

◉
７
月
11
日
（
月
）

　
　

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
（
受
付
時
間
：
10
時
30
分
〜
11
時
）

　
　

三
厩
公
民
館
（
受
付
時
間
：
14
時
〜
14
時
30
分
）

◉
７
月
15
日
（
金
）

　
　

三
厩
公
民
館
（
受
付
時
間
：
14
時
〜
14
時
30
分
）

◉
７
月
19
日
（
火
）

　
　

梹
榔
コ
ミ
セ
ン
（
受
付
時
間
：
10
時
30
分
〜
11
時
）

　
　

か
ぶ
と
（
受
付
時
間
：
14
時
〜
14
時
30
分
）

　

＊
ご
都
合
の
よ
い
場
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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３
はじめまして

なりました
歳に

2013年７月生まれ

對
つ し ま

馬 大
たいそん

尊 くん
2013.7.2 生・蟹田

吉
よ し だ

田明
あ す か

日香 ちゃん
2013.7.23 生・蟹田大平

相
続
・
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

健
康
・
お
知
ら
せ

　

お
盆
の
前
に
、
相
続
の
こ
と
知
っ

て
お
き
ま
せ
ん
か
？

　

青
森
市
・
弘
前
市
・
八
戸
市
の
3

会
場
で
面
談
及
び
電
話
相
談
を
開
催

し
ま
す
。

【
日
時
】

　

平
成
28
年
8
月
11
日
（
木
・
祝
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

【
場
所
】

青
森
全
場　

青
森
県
司
法
書
士
全
館

　

2
階
会
議
室

【
相
談
】

　

面
談
相
談
半
日
各
全
場
先
看
順

【
電
話
相
談
】

　

☎
０
１
７
―
７
５
２
―
０
４
４
０

（
青
森
会
場
の
み
対
応
）

【
主
催
】

　

青
森
県
司
法
書
士
会

　

不
正
大
麻
・
け
し
は
、
法
律
で
無

許
可
の
所
持
や
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
青
森
県
で
は
、
今
年
６
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
「
不
正
大

麻
・
け
し
撲
滅
運
動
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

特
に
、「
け
し
」
に
つ
い
て
は
、

植
え
て
も
良
い
け
し
と
、
植
え
て
は

い
け
な
い
け
し
が
あ
り
ま
す
（
左
参

照
）
の
で
、
植
え
る
際
は
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し

を
見
か
け
た
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
抜

か
ず
に
警
察
署
・
保
健
所
等
に
通
報

し
ま
し
ょ
う
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

【
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
】

ア
ツ
ミ
ゲ
シ
、
ケ
シ
、
ハ
カ
マ
オ

ニ
ゲ
シ

【
植
え
て
も
よ
い
け
し
】

オ
ニ
ゲ
シ
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ポ

ピ
ー
、
ヒ
ナ
ゲ
シ
、
ブ
ル
ー
ポ

ピ
ー
、
ナ
ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ　

な
ど

　

だ
ん
だ
ん
夏
の
暑
さ
が
身
に
し
み

る
時
期
に
な
り
ま
し
た
が
、
熱
中
症

の
予
防
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

　

暑
さ
の
感
じ
方
は
人
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
が
、
患
者
の
半
数
は
65
歳

以
上
の
方
で
、
室
内
で
も
多
く
発
症

し
て
お
り
、夜
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

熱
中
症
の
症
状
と
し
て
は
、
め
ま

い
や
ふ
ら
つ
き
・
頭
痛
の
初
期
症
状

か
ら
、
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
・
意

識
が
な
い
等
重
篤
な
症
状
（
こ
の
場

合
は
救
急
車
を
直
に
呼
ん
で
く
だ
さ

い
）
が
あ
り
ま
す
。

　

予
防
と
し
て
は
、
喉
が
渇
い
た
と

感
じ
て
い
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水
分
補

給
を
心
が
け
、
屋
外
に
出
る
と
き
は
帽

子
を
利
用
し
、
エ
ア
コ
ン
も
利
用
す
る

な
ど
室
内
の
温
度
に
も
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
衣
服
は
通
気
性
の
良
い
も

の
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
タ
オ
ル
や
保

冷
剤
で
体
を
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

　

ト
イ
レ
が
気
に
な
っ
て
水
分
補
給

を
た
め
ら
う
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
ま
め
に
取
り
ま
し
ょ
う
。

特
に
寝
る
前
に
は
コ
ッ
プ
１
杯
程
度

の
水
分
補
給
を
し
、
体
内
の
水
分
が

不
足
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
司
法
書
士
の
日 

相
続
登
記
無
料
相
談
会

　
司
大
麻
・
け
し
の

　
不
正
栽
培
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　
熱
中
症
予
防
に

　
　
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
が
具
体

的
な
手
続
が
必
要
に
な
る
場
合
に

は
、
別
途
費
用
が
か
か
り
ま
す
の

で
相
談
員
に
ご
確
認
下
さ
い
。
ま

た
、
上
記
日
時
以
外
で
も
青
森
県
司

法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
１
２
０
―
９
４
０
―
２
３
０
）
へ

ご
連
絡
い
た
だ
け
る
と
相
談
の
ご
案

内
や
ご
相
談
内
容
に
応
じ
た
お
近

く
の
司
法
書
士
の
紹
介
を
行
っ
て

お
り
、
野
辺
地
司
法
書
士
相
談
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
１
７
５
―
７
３
―

７
１
３
０
）
で
は
、毎
週
水
曜
日
（
午

後
2
時
〜
午
後
5
時
）と
土
曜
日（
午

前
9
時
〜
午
後
0
時
）
に
無
料
で
相

談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
合
先
】

　

青
森
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
１
７
―
７
７
６
―
８
３
９
８

相
続
・
お
知
ら
せ

　

相
続
し
た
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）

に
つ
い
て
の
相
続
登
記（
名
義
変
更
）

は
、
不
動
産
の
所
在
地
を
管
轄
す
る

法
務
局
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　

長
い
間
、
相
続
登
記
を
し
な
い
で

放
置
し
て
い
た
た
め
に
、
相
続
人
が

死
亡
し
て
し
ま
い
、
相
続
権
の
あ
る

人
が
次
第
に
増
え
、
遺
産
分
割
の
協

議
が
ま
と
ま
り
に
く
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

相
続
登
記
は
、
登
記
を
し
な
け
れ

ば
罰
せ
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
放
置
す
る
こ
と
は
、
自

分
の
子
供
や
孫
に
手
間
と
費
用
を
か

け
さ
せ
て
し
ま
う
結
果
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
相
続
登
記
を
し
て
い
な
い

と
次
の
よ
う
な
様
々
な
問
題
が
発
生

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記
」~

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
〜

●
土
地
を
売
っ
て
現
金
化
し
た
い

が
、
土
地
の
名
義
が
曽
祖
父
名
義

に
な
っ
て
い
て
す
ぐ
に
所
有
権
移

転
登
記
が
で
き
な
い
。

●
空
き
家
を
有
効
利
用
し
た
い

が
、
所
有
者
が
分
か
ら
ず
交
渉
で

き
な
い
。

●
森
林
の
所
有
者
が
分
か
ら
ず
、

山
が
荒
廃
し
て
い
る
。

●
用
地
買
収
の
話
が
あ
っ
た
が
、

相
続
人
間
で
争
い
に
な
っ
た
。

●
所
有
者
と
の
連
絡
が
取
れ
ず
、

災
害
復
旧
な
ど
の
緊
急
性
の
あ
る

工
事
が
遅
れ
る
。

　

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

も
、早
め
に
相
続
登
記
を
し
ま
し
よ
う
。

【
お
問
合
せ
先
】

◎
青
森
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
無
料
相
談:

予
約
制
）

　

相
談
予
約
受
付
電
話

　

☎
０
１
２
０
―
９
４
０
―
２
３
０

【
予
約
受
付
時
間/

月
〜
金
（
除

く
祝
日
）
10
時
か
ら
16
時
】

◎
青
森
地
方
法
務
局
登
記
部
門

（
登
記
相
談
は
予
約
制
）

　

☎
０
１
７
―
７
７
６
―
９
０
４
１

７
月
10
日 

㈰ 

は

第
24
回 

参
議
院
通
常
選
挙 

で
す
。

今
回
か
ら
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
な
ど
わ
〜
る
」
で

期
日
前
投
票
が
可
能 

で
す
。

（
〜
7
月
9
日
（
土
）
ま
で
）

い
い
湯
っ
こ
サ

入
る
つ
い
で
に

ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

相
談
・
お
知
ら
せ

　

青
森
県
青
年
司
法
書
士
会
及
び
青

森
県
司
法
書
士
会
並
び
に
全
国
青
年

司
法
書
士
協
議
会
で
は
、
養
育
費
に

関
す
る
電
話
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

【
日
時
】

　

平
成
28
年
8
月
7
日
（
日
）

　
養
育
費
に
関
す
る
あ
な
た
の
悩
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

【
相
談
電
話
番
号
】

　

０
１
２
０
―
５
６
７
―
３
０
１

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

青
森
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
１
７
―
７
７
６
―
８
３
９
８
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募
集
・
お
知
ら
せ

裁
判
所
・
お
知
ら
せ

就
労
・
相
談
・
お
知
ら
せ

税
・
お
知
ら
せ

　

あ
お
も
り
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、「
働
き
た
く
て
も
働

け
な
い
」
な
ど
働
く
こ
と
に
悩
み
を

持
つ
15
〜
39
歳
ま
で
の
二
ー
ト
・
ひ

き
こ
も
り
及
び
そ
の
家
族
に
対
し

て
、
相
談
や
各
種
支
援
（
セ
ミ
ナ
ー

参
加
、
就
労
体
験
）
を
通
じ
て
就
労

や
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
当
機
関
は
登
録
無
料
で
す

の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】

　

15
〜
39
歳
ま
で
の
無
業
者
及
び
そ
の
家
族

【
問
い
合
わ
せ
】

あ
お
も
り
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
古
川
1
丁
目
店
の
上
）

☎
０
１
７
―
７
５
７
―
９
３
６
１

每
週
月
〜
金
、
10
〜
18
時

（
土
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始
は
休
み
）

あ
お
も
り
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
＠
ア
ス
パ
ム（
サ
テ
ラ
イ
ト
）

☎
０
１
７
―
７
７
５
―
５
３
０
１

每
週
月
〜
土
、
8
時
半
〜
17
時
15
分

（
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始
及
び

ア
ス
パ
ム
休
館
日
）

【
サ
ポ
ー
ト
の
流
れ
】

①
相
談
受
付
↓
②
個
別
相
談
↓
③
各
種

支
援
↓
④
就
職
決
定
↓
⑤
定
着
支
援

　
放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通

信
制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学

ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的

で
、
幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い

ま
す
。

　

た
だ
い
ま
平
成
28
年
10
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料

を
無
料
で
送
付
致
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
募
集
学
生
の
種
類
】

□
教
養
学
部

科
目
履
修
生
（
6
ヶ
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

選
科
履
修
生
（
1
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

全
科
履
修
生（
4
年
以
上
在
学
し
、

卒
業
を
目
指
す
）

□
大
学
院

修
士
科
目
生
（
6
ヶ
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

修
士
選
科
生
（
1
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

【
出
願
期
間
】

　

平
成
28
年
6
月
15
日
〜

平
成
28
年
9
月
20
日

　

不
動
産
取
得
税
は
、家
屋
を
新
築
・

増
改
築
に
よ
り
取
得
し
た
と
き
、
土

地
や
家
屋
を
売
買
・
贈
与
・
交
換
な

ど
で
取
得
し
た
と
き
に
一
度
だ
け
課

税
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。

　

住
宅
の
新
築
や
中
古
住
宅
の
取
得

等
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場

合
に
は
、
申
請
に
よ
り
不
動
産
取
得

税
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

東
青
地
域
県
民
局　

県
税
部

課
税
第
二
課

　

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
９
９
７
３

　
働
き
た
い
あ
な
た
を

　
　
　
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

　
不
動
産
取
得
税
の
軽
減
制
度

労
働
・
相
談

　
定
例
労
働
相
談
会

　

個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の
間

に
生
じ
た
労
働
問
題
（
解
雇
・
賃
金

引
き
下
げ
・
長
時
間
労
働
・
パ
ワ
ハ

ラ
な
ど
）
に
つ
い
て
、
青
森
県
労
働

委
員
会
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
日
時
及
び
開
催
場
所
】

◆
８
月
２
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　

場
所
：
青
森
県
労
働
委
員
会

◆
９
月
６
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　

場
所
：
青
森
県
労
働
委
員
会

※
原
則
と
し
て
、
毎
月
第
1
火
曜

日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

県
内
の
労
働
者
、
事
業
主

【
相
談
員
】

　

青
森
県
労
働
委
員
会
委
員

【
費
用
】

　

無　

料

【
利
用
方
法
】

　

随
時
受
付
（
事
前
予
約
も
可
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

青
森
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
１
７
―
７
３
４
―
９
８
３
２

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
出
願
も
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
）

【
資
料
請
求
（
無
料
）・
お
問
合
せ
先
】

　

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
１
７
２
―
３
８
―
０
５
０
０

　

八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス　
　

　

☎
０
１
７
８
―
７
０
―
１
６
６
３

　

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
　
　

　

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

　

青
森
地
方
・
家
庭
裁
判
所
で
は
、

小
学
生
５
〜
６
年
生
の
み
な
さ
ん
を

対
象
に
、
裁さ
い
ば
い
い
ん
も
ぎ
さ
い
ば
ん

判
員
模
擬
裁
判
を
体
験

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
！

　

模
擬
裁
判
の
ほ
か
、
裁
判
官
へ
の

質
問
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
、
裁
判

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
分
か
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
！

【
イ
ベ
ン
ト
内
容
】

Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
・
裁
判
員
模
擬
裁
判
・

質
問
コ
ー
ナ
ー
等
。

【
日
時
】

　

平
成
28
年
7
月
28
日
（
木
）

　

午
前
９
時
55
分
〜
正
午
ま
で

※
当
日
は
９
時
20
分
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

【
開
催
場
所
】

　

青
森
地
方
裁
判
所
２
階
１
号
法
廷

※
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る
ベ

く
公
共
交
通
機
関
に
て
お
い
で
に
な
る
か
、
近
隣

の
有
料
駐
車
場
の
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】

　

小
学
校
５
〜
６
年
生（
保
護
者
同
伴
可
）

　

先
着
25
人

※
定
員
に
な
り
次
第
中
込
み
を
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
夏
休
み
子
ど
も
イ
ベ
ン
ト

　

体
験
し
て
み
よ
う
！
裁
判
員
裁
判【

募
集
開
始
】

　

平
成
28
年
7
月
11
日
（
月
）
午
前
9
時

【
申
込
方
法
】

左
記
申
込
先
ま
で
お
電
話
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
受
付
時
間
午
前
9
時
〜
午
後
5

時
ま
で
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
。））

【
申
込
先
】

　

青
森
地
方
裁
判
所

夏
休
み
イ
ベ
ン
ト
係

　

☎
０
１
７
―
７
２
２
―
５
４
２
１

　

担
当
：
え
び
な
・
す
ず
き

お
知
ら
せ

　

マ
ダ
ニ
は
自
然
環
境
が
豊
か
な
屋

外
の
場
所
な
ら
全
国
的
に
分
布
し
て

お
り
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
活
動
が

活
発
に
な
り
ま
す
。

　

マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
直
後
は
自
覚

症
状
が
な
く
、
気
づ
か
な
い
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
感
染
症
（
日
本
紅

斑
病
・
ラ
イ
ム
病
・
ダ
ニ
媒
介
性
脳

炎
、
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）
を
引
き
起
こ
す
マ

ダ
ニ
も
い
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。　
　
　

　

室
内
に
い
る
ダ
ニ
は
約
０
・
５
mm

と
小
さ
い
の
で
す
が
、
屋

外
に
い
る
マ
ダ
ニ
は
約
３

〜
８
mm
で
吸
血
す
る
と
１

cm
上
に
な
り
ま
す
。

　
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

マ
ダ
ニ
は
、
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
法

が
な
い
こ
と
か
ら
、
咬
ま
れ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、

屋
外
に
出
る
時
は
首
・
腕
・
足
な
ど

の
露
出
を
避
け
る
服
装
に
し
、
ズ
ボ

ン
の
裾
は
長
靴
の
中
に
入
れ
る
な
ど

十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

万
が
一
、
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
時

は
、
無
理
に
取
る
の
で
は
な
く
、
皮

膚
科
や
外
科
で
抜
い
て
も
ら
う
の
が

い
い
で
し
ょ
う
。
自
分
で
ピ
ン
セ
ッ

ト
等
で
抜
い
て
も
い
い
の
で
す
が
、

一
部
で
も
残
存
し
た
場
合

炎
症
や
病
気
を
発
症
す
る

原
因
に
な
り
ま
す
か
ら
、

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　最近、犬のフンの苦情が多く届
いています。犬のフンの片づけは、
飼い主の最低限のマナーです。
　ご近所さんに迷惑をかけないた
めにも、マナーを守ってきれいな
まちづくりを！
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TOWN INFOMATIONまちのお知らせ TOWN INFOMATIONまちのお知らせ

助
成
金
・
お
知
ら
せ

税
・
お
知
ら
せ

採
用
試
験
・
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　

公
益
財
団
法
人
み
ち
の
く
・
ふ
る

さ
と
貢
献
基
金
で
は
新
規
事
業
参
入

や
開
発
・
研
究
を
県
内
の
個
人
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
及
び
企
業
等
に
対
し
、
必

要
な
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

【
助
成
金
額
】

必
要
費
用
の
２
分
の
１
以
内
で
、

300
万
円
を
限
度
と
す
る

【
対
象
者
・
対
象
企
業
】

青
森
県
内
の
個
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

及
び
企
業
等
で
助
成
金
給
付
後
、

事
業
・
研
究
報
告
書
を
提
出
で
き

る
先

【
応
募
期
間
】

７
月
１
日
㈮
〜
9
月
30
日
㈮
ま
で

【
応
募
先
・
お
問
い
合
せ
先
】

公
益
財
団
法
人
み
ち
の
く
・
ふ
る

さ
と
貢
献
基
金
事
務
局

☎
０
１
７
―
７
７
４
―
１
１
７
９

担
当
：
佐
藤
・
川
村

※
応
募
要
項
と
中
請
書
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。URL:http://w

w
w
.

m
ichinoku-furusato.or.jp

　

共
通
報
告
基
準
（
Ｃ
Ｒ
Ｓ
）
は
、

外
国
の
金
融
機
関
等
を
利
用
し
た
国

際
的
な
脱
税
及
び
租
税
回
避
に
対
処

す
る
た
め
、
非
居
住
者
に
係
る
金
融

口
座
情
報
を
税
務
当
局
間
で
自
動
的

に
交
換
す
る
た
め
の
国
際
基
準
で
、

こ
の
基
準
に
基
づ
き
、
各
国
の
税
務

当
局
は
、
①
自
国
に
所
在
す
る
金
融

機
関
等
か
ら
非
居
住
者
が
保
有
す
る

金
融
口
座
情
報
の
報
告
を
受
け
、
②

租
税
条
約
等
の
情
報
交
換
規
定
に
基

づ
き
、
そ
の
非
居
住
者
の
居
住
地
国

の
税
務
当
局
に
対
し
、
そ
の
情
報
を

提
供
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、

平
成
29
年
１
月
１
日
以
後
、
新
た
に

日
本
の
金
融
機
関
等
に
口
座
開
設
等

を
す
る
場
合
は
、
金
融
機
関
等
へ
氏

名
・
住
所
（
名
称
・
所
在
地
）、
居

住
地
国
（
例
え
ば
、
日
本
）
等
を
記

載
し
た
届
出
書
（
新
規
届
出
書
）
の

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
詳
し
い
内
容
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
受
験
資
格
】

１　

警
備
官

①
平
成
28
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
５
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
及

び
平
成
29
年
３
月
ま
で
に
高
等
学

校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
見

込
み
の
方

②
人
事
院
が
上
記
に
準
ず
る
と
認

め
る
方

２　

警
備
官
（
社
会
人
）

昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
（
右
記
１
①
に
規
定
す
る

期
間
を
経
過
し
た
方
及
び
人
事
院

が
そ
れ
に
準
ず
る
と
認
め
る
方
に

限
り
ま
す
）

【
受
付
期
間
】

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

7
月
19
日
㈫
９
時
〜
7
月
28
日
㈭

◎
郵
送
ま
た
は
持
参

　

7
月
19
日
㈫
〜
7
月
21
日
㈭

※
で
き
る
だ
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

込
み
を
利
用
し
て
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

法
務
省
仙
台
入
固
管
理
局
給
務
課

　

☎
０
２
２
―
２
５
６
―
６
０
７
６

　

人
事
担
当
：
上
石
・
赤
井
・
三
塚

　

県
内
で
も「
架
空
請
求
詐
欺
」、「
還

付
金
詐
欺
」
が
発
生
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

青
森
市
民
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
契
約
ト
ラ
ブ
ル
、
借
金
問
題
、

不
審
な
電
話
や
郵
便
、
し
つ
こ
い
勧

誘
等
に
関
し
て
の
相
談
を
受
付
け
て

お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
土
・
日
・
祝
日
は
青
森
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

青
森
市
民
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
７
―
７
２
２
―
２
３
２
６

受
付
／
平
日
：
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
６
時
・
休
日
／
土
・
日
・
祝

日
、
年
末
年
始

　

青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
７
―
７
２
２
―
３
３
４
３

受
付
／
平
日
：
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
30
分
・
土
日
祝
：
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
・
休
日
／
年
末
年
始

　
平
成
29
年
度 

　
「
地
域
振
興
」
助
成
金
募
集

　
共
通
報
告
基
準
（
Ｃ
Ｒ
Ｓ
）
に
基
づ
く
自
動
的
情
報
交
換
に
つ
い
て

　
入
国
警
備
官
採
用
試
験

　
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

ごみ減量 ･ リサイクル

緊急キャンペーン！
　青森県の 1 人 1 日当たりごみの排出量やリサ
イクル率は下の表のとおり、全国平均に比べると
低い状況です。

１人１日当たりの
ごみ排出量 (g)

リサイクル率
（％） 青森県の目標値

全国平均 947 20.6 平成 32 年度までに
ごみ排出量　980g 以下
リサイクル率　25％

青 森 県 1,046 13.5
外ヶ浜町 926 24.9

（平成 26 年度一般廃棄物の実態調査より）

　この結果を受けて、青森県はごみ減量やリサイ
クル率向上を目標に平成28年 6月 1日から平
成28年 7月 31日まで「ごみ減量 ･ リサイク
ル緊急キャンペーン」を展開しています。
　外ヶ浜町は、１人１日当たりのごみ排出量を約
３０ｇ減らす（例えば、ある商品を買ったとして、
その商品が入っていた紙の箱やティッシュの箱、
牛乳パック等を資源ごみに出す）ことで県の目標
であるリサイクル率２５％に達する見込みです。
　町もごみ減量に力を入れていきますので、町民
の皆さんも以下のことに心がけていきましょう。

ごみ減量とリサイクル率向上させるには
★３R を心がける。
★空き缶・空きビン、
新聞紙や雑誌等の資
源ごみの分別を徹底
しましょう。
★生ごみは水切りをすることで減量することが
できます。
★乾電池は必ず「乾電池の日」に出しましょう。
※乾電池を可燃の袋に入れて、可燃の日に出すようなこ
とは絶対にしないで下さい。

　住みよい生活環境構築のため「ごみの減量」と
「リサイクル率向上」のため、町民の皆さんのご
協力をお願いします。

お問い合わせ先：役場住民課　☎ 0174-31-1222

税
・
お
知
ら
せ

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

予
定
納
税
が
必
要
な
方
に
は
、
６
月

中
旬
に
所
轄
税
務
署
か
ら
「
平
成
28

年
分
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

の
予
定
納
税
額
の
通
知
書
」
が
送
付

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
な
く

予
定
納
税
（
第
1
期
分
）
の
納
期
限

（
平
成
28
年
８
月
１
日
（
月
））
ま
で

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
振
替
納
税
を
利
用
し
て
い

る
方
は
、
納
期
限
に
指
定
の
金
融
機

関
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
納
期
限
前
日
ま
で
に
口
座

の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
定
納
税
の
減
額
申
請
を

す
る
場
合
は
、同
年
７
月
15
日
（
金
）

ま
で
に
「
予
定
納
税
額
の
減
額
申
請

書
」
を
所
轄
税
務
署
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
詳
し
い
内
容
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。w

w
w
.nta.go.jp

　
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

　
予
定
納
税
（
第
１
期
分
）
の
納
税
を
お
忘
れ
な
く

【
種
目
】

航
空
学
生
、
一
般
曹
候
補
生
、
自
衛
官
候
補
生

【
概
要
】

○
航
空
学
生
：
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
養
成 

○
一
般
曹
候
補
生
：
期
幹
要
員
で

あ
る
曹
を
養
成

 

○
自
衛
官
候
補
生
：
２
年
又
は

３
年
の
任
期
制
隊
員

【
応
募
資
格
（
男
女
）】

 

※
年
齢
は
平
成
29
年
4
月
1
日
現
在

○
航
空
学
生
…
高
卒
（
見
込
み
含

む
） 

21
歳
未
満
の
者

○
一
般
曹
候
補
生
及
び
自
衛
官
候

補
生
…
18
歲
以
上
27
歲
未
満
の
者

【
受
付
期
間
】

　

８
月
１
日
㈪
〜
９
月
８
日
㈭

【
試
験
日
及
び
試
験
会
場
】

○
航
空
学
生
…
９
月
22
日
㈭（
一
次
）

○
一
般
曹
候
補
生
…
９
月
17
日
㈯（
予
定
）

○
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
…
９

月
27
日
㈫
・
28
日
㈬

○
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）
… 

９
月
26
日
㈪

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

　

青
森
募
集
案
內
所

　

☎
０
１
７
―
７
８
３
―
２
９
９
５

募
集
・
お
知
ら
せ

　
自
衛
官
募
集

税
・
お
知
ら
せ

　

不
動
産
取
得
税
は
、家
屋
を
新
築
・

増
改
築
に
よ
り
取
得
し
た
と
き
、
土

地
や
家
屋
を
売
買
・
贈
与
・
交
換
な

ど
で
取
得
し
た
と
き
に
一
度
だ
け
課

税
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。

　

住
宅
の
新
築
や
中
古
住
宅
の
取
得

等
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場

合
に
は
、
申
請
に
よ
り
不
動
産
取
得

税
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

東
青
地
域
県
民
局 

県
税
部 

課
税
第
二
課

　

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
９
９
７
３

　
不
動
産
取
得
税
の
軽
減
制
度
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HEALTHINFOMATION健康情報

～心も身体もいきいき健康～～心も身体もいきいき健康～

健康アドバイス 検索
【今月のテーマ】

肝  臓

 ７月２８日は日本肝炎デーです

　日本における B型・C型ウイルス性肝炎の感染者
は現在 300 万人を超え、およそ４０人に１人が肝炎
に感染している国内最大級の感染症と言われていま
す。
　B型・C型肝炎は、慢性肝炎から肝硬変・肝がんを
発生するため、私たちができることについて今月は特
集します。

 ウイルス性肝炎の正しい知識を

　肝炎とは、肝臓が炎症を起こし、肝細胞がこわれて、
肝臓の動きが悪くなる病気です。その原因の８割とな
るウイルス性肝炎は、A～ E型の５種類があり日本人
に多いのは、表 1のようになっています。
　B型と C型は特に慢性化しやすく倦怠感や食欲不
振、発熱・嘔吐などの肝炎の症状がみられます。

（表 1）
型 感染ルート 慢性化 予防接種

A 型

経口感染：発展途上国で飲
食した飲食物に多い。我が
国ではまれ。貝類の生食は
日本でも気をつけましょう。

しない あり

B 型

血
液
や
体
液

乳幼児期：主に母子感染 する
（約 10％） あり

成人後：性行為、医療
事故、入れ墨など 一部する あり

C 型 血液感染：輸血、予防接種、
医療事故、入れ墨、麻薬など

しやすい
（70％） なし

 肝炎ウイルス検査を受けよう

　ウイルス検査は血液検査
で判定します。医療機関等
でもできますが、外ヶ浜町
では、今まで肝炎ウイルス
検査を受けたことがない方
に受診していただくため、
今年度中に 40・45・50・
55・60・65・70・75 歳に達する方に、肝炎ウイル
ス検査のご案内の通知（ピンク色）を送付しています。
　検査を受けたことがない方は、ぜひ御利用ください。
（問い合わせ先：役場福祉課　22-2941）
　

 もし感染していたら

　感染していることがわかったら、まずはかかりつけ
医に相談し、必要なら専門医を紹介していただきま
しょう。
　感染していても症状の出ない「無症候性キャリア」
の方もいます。また、すぐ治療の必要がない場合もあ
りますが、いずれも定期的に検査を受けながら経過を
みていきます。

 ウイルス性肝炎の治療について
　
　治療の目的は、将来起こりやすい肝硬変や肝がんを
防ぐことです。抗ウイルス薬やインターフェロン（注
射）等あります。現在医療費については、助成され
る場合がありますので、医療機関・役場福祉課（22-
2941）にお問い合わせください。

肝臓をいたわりませんか？
～ウイルス性肝炎について～

※このまんがはフィクションです。実在の人物、団体等
には一切関係ありません。

Let's脳トレ楽しみながら

頭の体操

HEALTHINFOMATION健康情報

◎今月のテーマ：「○に入る文字は？」
vol.25

⇐答えはこちら

健 康 コ マ 漫 画 その 74四

作：アンエツ／絵：かすみ

特定健診を受けたら…

【脳トレの答え】
＜回答＞
① 「ら」（みらい・からい）
② 「ぼ」（かまぼこ・まぼろし）
③ 「じ」（あじさい・ふじさん）

そと子さん

チ
ャ
カ
シ
な

　縦横のひらがなが交差する部分に同じひら
がなが入ります。何が入るかな？

今月のテーマ：青森県の塩分②
　先月は１日の塩分摂取量についてお伝えしました。青森県
の成人では、目標量の上限 8gを超えている人が 7割近くい
るのです。（表１）
　なんと、2人に 1人
以上が目標量よりも多
く食塩を摂取している
ことになります。
（出典：平成 22 年度青森
県県民健康・栄養調査結
果より東地方保健所作成）

　実は、しょっぱい味
付けは舌に慣れやす
く、薄味に戻すには時間がかかるのです。

　みなさん普段塩・調味料を沢山使って料理を作っていませ
んか？
　大人も減塩が必要ですが、幼児期の味付けも将来を考える
と大切ですので、大人の半分を目安にしましょう。

今日のひとこと：少しずつ薄味にしてみませんか？

今日から
はじめる食活食活食活ショクカツ！

― 毎日の食事で活き活き健康に！―

肝臓は、栄養分の生成、貯蔵、代謝・血液中のホルモン、薬物、
毒物などの代謝、解毒・身体の中に侵入したウイルスや細菌の
感染の防御など、500 を超える重要な機能を持っていて、我々
が生きていくためには、肝臓が健康であることが大切です。

み
か○い

い

　あ
ふ○さん
　さ
　い

　か
　ま
ま○ろし
　こ

①

②

③
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Sq4yshq\
外ヶ浜中央病院から、病院の
最新情報や健康のアドバイス
などを紹介するコーナーです。

－あなたの健康サポートします－

文責：介護老人保健施設
「たんぽぽ」

（☎ 0174-22-3070）

HEALTHINFOMATION健康情報

外ヶ浜町中央公民館　☎２２ー３１７５

『「知」のビジュアル百科 文字と書の歴史』
カレン・ブルックフィールド 著／浅葉克己 日本語版監修

本
と
出
会
う

公
民
館
お
す
す
め
図
書

　今回紹介する本は、「読む博物館」として
知られる『「知」のビジュアル百科』シリー
ズより、『文字と書の歴史』です。

＊
　私たちの日々の生活に欠かせない「文字」。

　地球上には 400 種類の文字が存在し、現
在使用されている文字は 56 種類あるそう
です。
　文字が生まれる前、人類は情報を頭の中
に記憶していました。
　ある時、人類は情報を外に伝えるため、
または残すために、文字を生み出しました。
しかもそれは、ある一人の人間や、ある一
つの社会によって発明されたのではなく、
異なる時代に、様々な場所で自然に生み出
されたのです。
　人類は文字を生み出すと、今度はその文
字による情報の「記録媒体」として、「書物」
を生み出しました。現在も毎年たくさんの
書物＝本が出版され、多くの人々がそれを
手に取り読んでいます。
　文字と書物は、時代を越えて受け継がれ
てきた、人類の大きな遺産といえます。

　この本では、古代から現代に至るまでの文
字の変遷や、それに伴う書物の変遷、印刷の
発展による複製技術の確立、タイプライター
の登場による「書く」から「打ち込み」への
記録方法の変化などを、解説しています。

　日々当たり前のように使っている文字で
すが、一度そのルーツを辿ってみませんか？

＊
　中央公民館では、このほかにも様々な図
書がたくさんありますので、是非ご利用く
ださい。

公民館ふれあい講座　
英会話教室

【７月のテーマ】

「すぐに使える英会話－ショッピング編③」（講師：リサ）
７月 11 日（月）蟹田公民館 18:30 ～ 20:30

「すぐに使える英会話－ショッピング編④」（講師：フランク）
７月 25 日（月）蟹田公民館 18:30 ～ 20:30

お申込み・お問い合わせは、外ヶ浜町中央公民館へ☎ 22-3175

リサ＆フランクと一緒に楽しく英会話

This month's
―今月の場面―

Situation

夜中までゲームなんか
してると…

日  本  語

「 しまった！寝坊した！」
英　語（監修：フランク）

「 O
㋔ ー

h n
㋨ー

o !  I
㋐㋑

 o
㋔㋒ヴァ㋜㆑プ㋣

verslept !  」
 「寝坊」＝「oversleep」の単語だけでも覚えておこう！

津  軽  弁

『 ハ、マイネ！寝
ね

ほいでまった！』

上級者になると「ハ、マイ！」という風に「ネ」を発音しないぞ！

Let's become multi-lingual!!

目指せ！

ぜひ使ってみよう！

日本語＋英語＋津軽弁 !?目指せ！

マルチリンガル!!

©FUJISAWA

通所リハビリテーションを
ご利用ください

　外ヶ浜中央病院併設の「外ヶ浜町介護老人保健施設
たんぽぽ」では、介護保険で要介護認定を受けている
方が利用できる在宅サービスとして「通所リハビリテー
ション」（要支援認定を受けている方は、「介護予防通
所リハビリテーション」）を実施しています。
　このサービスは、ご家庭で生活されている要介護（要
支援）高齢者等が可能な限り施設に通い、リハビリテー

ションをはじめとするサービスを通じて、心身機能の
維持回復を目指すものです。
　なお、ご利用の際には、介護支援専門員（ケアマネー
ジャー）による居宅サービス計画（ケアプラン）の作
成が必要となりますので、要介護認定を受けている方
は居宅介護支援事業所へ、要支援認定を受けている方
は地域包括支援センターへご相談ください。

お問い合わせ：外ヶ浜町介護老人保健施設たんぽぽ　☎ 0174―22―3070

☑ご利用可能な方
　通所リハビリテーション：要介護１～５と認定を受けている方
　介護予防通所リハビリテーション：要支援１～２と認定を受けている方

☑主なサービス内容
　送迎、健康チェック、入浴、昼食、リハビリテーション（機能訓練）、レクリエーション等

☑実施日及び営業時間
　毎週月曜日～金曜日　午前９時～午後３時（休業日：土、日曜日、祝日、年末年始期間）

☑標準的なサービス提供時間
　４時間以上６時間未満
　（希望に応じて「３時間以上４時間未満」「１時間以上２時間未満」のご利用も可能な場合もありますのでご相談ください。）

☑送迎実施地域
　蟹田地区

☑料　金
　通所リハビリテーション（４時間以上６時間未満：１日あたり）
　└ 基本利用料：559 円（要介護１）～ 984 円（要介護５）※入浴等その他加算される項目もあります。

　介護予防通所リハビリテーション
　└ 基本利用料：1,812 円／月（要支援１）・3,715 円／月（要支援２）
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春
の
花
ぱ
ぁ
っ
と
さ
い
て
ぱ
ぁ
っ
と
ち
る 蟹

田
小
３
年　
鈴
木 

心
捺

【
地
位
】

　

花
っ
て
ね
一
つ
咲
い
て
も
き
れ
い
だ
よ蟹

田
小
４
年　

野
口 

玲
菜

【
人
位
】

　

ヒ
マ
ワ
リ
は
黄
色
の
色
が
う
つ
く
し
い

平
舘
小
３
年　

木
村
孔
太
郎

【
五
客
】　

花
言
葉
や
っ
ぱ
り
い
い
な　

い
や
さ
れ
る　
　

平
舘
小
４
年　

相
内 

光
雅

春
の
日
の
下
校
通
路
は
桜
色　
　
　
　
　
　
　

蟹
田
小
６
年　

清
水 

心
秋

花
が
ら
の
よ
そ
い
き
ふ
く
が
お
気
に
入
り　
　

平
舘
小
４
年　

福
井　

 

遥

た
ん
ぽ
ぽ
が
わ
た
げ
に
な
っ
て
旅
立
つ
よ　
　

三
厩
小
６
年　

岡
本 

空
大

ひ
ま
わ
り
が
さ
き
始
め
る
と
夏
が
来
る　
　
　

平
舘
小
６
年　

金
澤 

莉
久

広
報
そ
と
が
は
ま

じ
ゅ
に
あ
柳
壇

選 
評

お
か
じ
ょ
う
き
川
柳
社　
松
尾 

喬
介

◆
桜
が
去
り
大
地
が
真
黄
色
の
菜
の

花
、
岩
木
山
を
浮
べ
て
い
る
真
白
い

リ
ン
ゴ
の
花
、
バ
ラ
や
ぼ
た
ん
が
咲

き
匂
う
花
畑
、
題
「
花
」
に
ど
ん
な

花
を
見
せ
て
呉
れ
る
の
か
期
待
し
ま

し
た
。
き
れ
い
な
花
が
有
り
す
ぎ
て

ピ
ン
ト
が
絞
れ
な
い
句
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。
迷
っ
て
る
時
は
何
の
花

か
、
ど
う
き
れ
い
な
の
か
は
っ
き
り

と
書
い
た
方
が
表
現
が
強
く
表
れ
る

と
思
い
ま
す
。
五
客
の
句
は
、
花
言

葉
、
桜
並
木
、
花
が
ら
の
ふ
く
、
た

ん
ぽ
ぽ
の
わ
た
げ
、
季
節
の
動
き
な

ど
に
の
ど
か
な
花
の
風
景
が
見
ら
れ

ま
す
。「
人
の
句
」
ヒ
マ
ワ
リ
の
黄

色
は
太
陽
の
輝
き
、
回
り
も
い
っ
ぱ

い
明
る
く
楽
し
く
な
る
句
で
す
。「
地

の
句
」花
は
一
つ
咲
い
て
も
美
し
く
、

一
本
挿
せ
ば
静
に
な
る
、
動
と
静
を

感
じ
る
落
ち
着
い
た
句
だ
と
感
じ
ま

す
。「
天
の
句
」
桜
暦
の
通
り
列
島

を
北
上
す
る
桜
、
パ
ッ
と
散
る
、
昔

か
ら
色
々
に
例
え
ら
れ
た
り
浮
か
れ

た
り
、
雪
国
の
人
達
は
桜
を
見
て
か

ら
パ
ッ
と
元
気
に
立
ち
上
が
る
、
さ

あ
行
く
ぞ
ー
と
元
気
と
暮
ら
し
が
見

え
て
く
る
句
だ
と
思
い
ま
す
。
◆

 「 

花 

」
【
佳
作
】

　

花
が
さ
く
春
の
始
め
の
サ
イ
ン
か
な　
　
　
　
　

平
舘
小
４
年　

越
田 

誠
也

　

す
み
れ
は
ね
は
は
が
よ
ろ
こ
ぶ
お
花
だ
よ　
　
　

平
舘
小
２
年　
小
田
桐
ク
リ
ス
伶
生

　

ゆ
ら
ゆ
ら
と
日
光
あ
び
て
花
が
咲
く　
　
　
　
　

蟹
田
小
６
年　

黒
田 

瑞
希

　

な
つ
っ
て
さ
花
の
は
な
び
が
み
ら
れ
る
日　
　
　

蟹
田
小
３
年　

蝦
名
由
衣

　

花
畑
い
つ
も
き
れ
い
だ
い
い
に
お
い　
　
　
　
　

蟹
田
小
４
年　

柿
本 

聖
矢

　

花
見
た
ら
心
が
ほ
っ
と
ね
一
休
み　
　
　
　
　
　

蟹
田
小
４
年　

若
山
碧
良

　

花
っ
て
ね
み
ん
な
と
友
達
な
か
よ
し
だ　
　
　
　

蟹
田
小
４
年　

駒
田
あ
ず
さ

　

わ
ら
う
分
花
が
い
っ
ぱ
い
咲
く
ん
だ
よ　
　
　
　

三
厩
小
４
年　

浜
谷
梨
緒

　

花
束
は
み
ん
な
の
ね
が
い
が
つ
ま
っ
て
る　
　
　

蟹
田
小
４
年　

工
藤
真
帆

　

花
が
咲
く
心
の
花
も
野
の
花
も　
　
　
　
　
　
　

蟹
田
小
４
年　

髙
森
盾
之
介

　

花
み
た
い
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
女
の
子　
　
　
　
　

蟹
田
小
６
年　

野
藤
清
太
郎

　
「
あ
り
が
と
う
」
一
言
言
え
ば
花
が
さ
く　
　

  　
蟹
田
小
３
年　

伊
東
更
紗

　

カ
ラ
フ
ル
な
お
花
が
に
じ
に
咲
い
て
い
る　
　
　

三
厩
小
５
年　

伊
藤
萌
生

　

バ
ラ
の
花
や
っ
ぱ
り
き
れ
い
に
さ
い
て
い
る
ね　

三
厩
小
２
年　

関　

悠
奈

　

草
む
ら
に
ぽ
つ
ん
と
咲
い
て
る
お
花
か
な　
　
　

蟹
田
小
６
年　

野
藤
成
珠

【
軸 

吟
】
※
軸
吟
…
選
者
が
同
じ
題
で
詠
ん
だ
句
。

　

ひ
ろ
し
ま
の
献
花
平
和
へ
の
祈
り　
　
　

松
尾 

喬
介

天
位

題

われら！学校特命記者
SCHOOL REPORT No.103

「われら！学校特命記者！」は、町内の小・中学校から特命を受けた
記者の皆さんが、学校生活の様子などを紹介するコーナーです。

今月の特命記者

平舘小学校４年

福
ふ く い

井  流
り ゅ う と

斗

　

ぼ
く
た
ち
四
年
生
九
名
は
、
四

月
か
ら
高
学
年
の
仲
間
入
り
を

し
ま
し
た
。
高
学
年
に
な
っ
て

こ
れ
ま
で
の
生
活
と
大
き
く
変

わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
み
ん
な
の
た
め
に
働
く

こ
と
が
多
く
な
っ
た
こ
と
で

す
。

　

入
学
式
の
準
備
・
片
付
け
、

一
年
生
を
迎
え
る
会
の
準
備
・

進
行
、
運
動
会
の
係
な
ど
。

今
ま
で
は
、
ぼ
く
た
ち
の
上

の
学
年
の
人
た
ち
が
や
っ
て

い
た
こ
と
を
、
今
年
は
、
ぼ

く
た
ち
が
や
っ
て
い
ま
す
。

SCHOOLREPORTSCHOOLREPORTSCHOOLREPORTわれら！学校特命記者SCHOOLREPORT

い
い
ろ
な
会
で
の
進
行
役
を
務
め
た

り
、
重
い
物
を
た
く
さ
ん
持
っ
た
り

す
る
仕
事
も
あ
り
大
変
で
す
。で
も
、

全
校
の
み
ん
な
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
大
変
な
こ
と
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
楽
し
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
ク
ラ
ブ

活
動
が
始
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
自
分

の
や
り
た
い
活
動
を
決
め
て
、
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
っ
と
大
変
な
こ
と
も

多
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
み
ん
な

の
た
め
に
働
く
こ
と
の
喜
び
を
感
じ

な
が
ら
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
我
ら
４
年
生
！
高
学
年
の
仲
間
入
り
！
」

　

ぼ
く
た
ち
四
年
生
九
名
は
、
四

月
か
ら
高
学
年
の
仲
間
入
り
を

し
ま
し
た
。
高
学
年
に
な
っ
て

こ
れ
ま
で
の
生
活
と
大
き
く
変

わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
み
ん
な
の
た
め
に
働
く

こ
と
が
多
く
な
っ
た
こ
と
で

す
。

　

入
学
式
の
準
備
・
片
付
け
、

進
行
、
運
動
会
の
係
な
ど
。
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No.136
平

成
28

年
７

月
７

日
発

行
　

■
発

行
　

青
森

県
東

津
軽

郡
外

ヶ
浜

町
〒

030-1393　
青

森
県

東
津

軽
郡

外
ヶ

浜
町

字
蟹

田
高

銅
屋

44
番

地
２

☎
0174-31-1111

／
FA

X
0174-31-1215

■
町

公
式

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://w

w
w

.tow
n.sotogaham

a.lg.jp
■

電
子

メ
ー

ル
　

　
　

　
　

kouhou@
tow

n.sotogaham
a.lg.jp

7月外ヶ浜町行事カレンダー ※行事名、会場、時間の順で掲載しています。
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18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

1

大安

赤口

先勝

友引

先負

仏滅

大安

赤口

先勝

友引

先負

仏滅

大安

赤口

先勝

友引7/

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

外ヶ浜町の人口

人口 6543 ↓ 14

男　3129 ↓ 10

女　3414 ↓ 4

世帯数 3017 ↑ 2

平成 28 年６月１日現在　※増減は先月比

戸 

籍 

の 

窓 

口

【
５
月
受
付
分
】（
敬
称
略
）

♥
ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

小
川 

一
也　
　
　

蟹
田
中
師

　

越
田 　
瞳　
　
　

平
舘
舟
岡

✿
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

小
川 

桜さ
ら蘭

（
史
♡
迪
那
）　

蟹
田
塩
越

■
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

飯
田　

ト
モ　
　

下
蟹
田　
　

81
歳

　

松
尾　

剛
一　
　

下
蟹
田　
　

72
歳

　

淸
水　

松
榮　
　

蟹
田
山
本　

85
歳

　

田
中
日
出
夫　
　
平
舘
弥
蔵
釜　

72
歳

　

髙
畑　

イ
ツ　
　
平
舘
弥
蔵
釜　

98
歳

　

荒
内　

清
孝　
　

平
舘
石
浜　

77
歳

　

成
田　

秋
子　
　

三
厩
龍
浜　

68
歳

　

伊
藤
つ
ぎ
子　
　

三
厩
新
町　

73
歳

体と頭の体操教室（などわ～る 9:30 ～ 11:30）

「Oh!だいば：うにの日」
（道の駅「Oh! だいば」駐車場 10:00 ～ 14:00）

特定健診・がん検診（蟹田・総合福祉センター 7:00 ～）

特定健診・がん検診（総合福祉センター 7:00 ～）

女性がん検診（蟹田・総合福祉センター 12:00 ～）

ふれあい講座　英会話教室（蟹田公民館 18:30 ～）

ふれあい講座　英会話教室（蟹田公民館 18:30 ～）

体と頭の体操教室（ちゃぽらっと 13:00 ～ 15:00）

三厩公民館講座「リサイクルバッグ教室①」
（三厩公民館 9:00 ～ 15:00）

三厩公民館講座「リサイクルバッグ教室②」
（三厩公民館 9:00 ～ 15:00）

三厩公民館講座「リサイクルバッグ教室③」
（三厩公民館 9:00 ～ 15:00）

体と頭の体操教室（三厩公民館 10:00 ～ 12:00）

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

【
編
集
後
記
】
今
回
の
参
議
院
選
挙
か
ら
18

歳
以
上
も
投
票
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
青
森
県
は
投
票
率
が
最
下
位
な
ん
だ
と

か
。
雇
用
、
子
育
て
、
税
金
等
々
、
自
分
の

生
活
を
楽
に
す
る
た
め
に
も
、
若
い
世
代
に

は
、
候
補
者
や
党
の
政
策
・
主
張
を
見
比
べ

て
投
票
に
行
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
〈
慎
〉

港まつり2016（蟹田漁港8:30～）

海の日

大安

赤口

先勝

友引

大安

赤口

先勝

友引

先負

仏滅

大安

赤口

先勝

友引

先負

仏滅

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

みのり講座　海岸清掃（台場海浜公園 10:00 ～ 11:20）

【お詫びと訂正】2016 年 4 月号６Ｐ　「梅田久さん」は「梅田永さん」の誤りでした。訂正してお詫びいたします。


